
研究の構想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）研究の組織 

 

 

 

 

 

 

＜本校教育目標＞ 
きよらの郷を愛し、夢を実現し未来を創る南中生の育成 

～４Cを育む「みんなが楽しい学校をみんなで創る学校」の創造を通して～ 

〇かしこい生徒（自主） 〇やさしい生徒（礼節） ○たくましい生徒（健康） 

 

生徒の実態・保護者の願い 

 

生徒会等学校全体の活動 

 

研究推進委員会

校長・教頭・教務主任・研究主任・各部会長

「深い学び」部会 「４C」部会

○学習過程モデル「きよらっこ学習」 

の全教科での活用の推進 

○ICT（タブレット端末）の効果的な活用

の検証と研究 

○４C を意識した単元計画と生徒への提

示の推進 

○学習アンケートの実施と検証 

○事前研究や授業研究会の運営等 

○熊本の学び推進プランに基づいた学習

構想案の作成をとおした、単元デザイン

の検討と検証 

○生徒が自ら課題に主体的に立ち向かっ

ているかの検証 

○「ら」「こ」の場面における「深い学び」

の研究 

○振り返りシートの工夫改善と活用 
 

自尊感情の高まり 自己有用感の高まり 

仮説２  ４Cを育むきよらっこ学習 仮説１ 深い学びへと導く授業研究 

確かな学力 
 

＜研究主題＞ 
自ら課題に主体的に立ち向かい、学びを深める生徒の育成を目指して 
～４Cを育み、深い学びに導く指導の在り方の工夫をとおして～ 


